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重症予測スコア評価に
NEWS2（National Early Warning Score 2）
を使用しています。NEWS2（National Early 
Warning Score 2）とは、バイタルサイン（呼

吸数や血圧など）を点数化し、患者の急性
増悪や重症化リスクを早期に予測するた
めの客観的な評価システムです。

NEWS2は医療スタッフの共通言語（common language）として、もっと広めていきたいと思っています。例
えば、報告で「昨日のNEWSは●点でしたが、今朝7点になりました。
すぐに診察お願いします。」などと、測定 → 記録 → 計算 → 確認と対応 ができたらよいですね。それには、
対応の緊急性について、対応者の臨床的能力についての向上が必要ですね。

客観的なデータに基づいて数値化するため、医療スタッフの経験年数に左右されず共通の指標として活用できま
すが、慣れるまではなかなか手が出ないのが現実です。
「NEWS」と「NEWS2」の主な違いは、慢性閉塞性肺疾患（COPD）などの特定の病態に対する評価精度の向上と、意
識レベルのより細かな評価が可能になった点です。

今、みんな、白衣のポケットに入れています


